新婚 者と、 女 角力に なった タル タン、 彼女の ために 

殺されて しまった 花 知 耳、 歓楽の 夜の 海 を 水 自転車で 彼 

にあた えた、 妖婦 タル タンの 愚かな 行動、 水底 深く 死 

んだ花 知 耳の ダン デズ ム、 影 は 水に 映る。 

水 自転車、 香港、 そこで 彼女 は 仲居 をして いた。 

日本へ 帰る と 踊りの 名手、 華麗な 売笑婦、 タル タン _ 

ここ は 門 司巿、 東 川端の 卑猥な 街、 力 アル トン- バ 

ァの 青い 給仕 人の 花 風 病の 体温、 ロシア 女の 新ら しい 

技術の 中で 無頼漢 の 唄う 流行歌。 

落つ きを 失った 新聞記者の Y の 見た マダム . ハヤ ミ 



の 地平線、 吊 ランプ 下げた 海峡の 船が 下 関に 着く と、 

僕 は サン ヨウ • ホテルの 踊 場に マダム • ハヤ ミを 迎え 

る。 露台で ハヤ ミは僕 を賞讃 して、 愛 を 誓った 

の だが、 翌日、 ホテルの 僕の 部屋、 ノックす ると Y 

が 飛込んで きた。 

ハヤ ミのォ オケ スト ラ、 彼の 人 翼。 

きょうかたびら 

—— 君！ マダム • ハヤ ミの奴 、大理石の 経椎 子き 

おそ 

こんで 昨夜 晩く 神 戸へ 行った ぞ、 おい、 君。 女の 肉体 

讃美 はよ さない か。 

—— おい。 X 酒よ こせ。 僕の タンゴ 踊、 本場 仕込み 

なので ハヤ ミは 腹痛 を 起した の だ。 Y、 僕 は 粋な 香港 



に 未練が あるんだ。 

空しく、 僕 は 欧洲 行の 船を棄 てて、 マダム • ハヤ ミ 

を 追って 神 戸 行 急行列車に 乗り込んだ。 

—— おい、 君。 マダム . ハヤ ミ、 俺 も 恋して いた。 

彼女の X X X 送って よこせ。 

—— NACH sroMM XXX 万歳！ 

下 関 駅 を 列車 は 離れた。 Y が 汚れた ハンカチ を 振つ 

ている。 

数 時間 後、 僕 は 岡 山で 下車す ると、 巡業 中の 歌 劇団 

ガラス 

の ポスタ ー を 横 眼で 見ながら、 車 を 硝子 張りの、 「金髪 

バ ー」 の 前で とめて、 酒杯の 中に 沈んで 行った。 する 



と、 肥満した 女主 人が 僕に 惚れて 煩悶し だした。 

頭の よくない 調合 人 は、 混合酒の 控帳 めくって いる。 

XX 開始、 ゥェ ー トレスの 英国の 少女、 メリ ー をから 

かってし たたか 膝 を 折られ 泣 面 をして いる 男。 だが、 

メリ ー は 僕 を 見る と 恋愛 相談所 〔# 「恋愛 相談所」 は 枠 

囲み〕 めがけて 夢中に 走り出した。 

—— いらっしゃい。 妾の 主人 は、 非 度い ラヴ. レタ 

の 蛇な のです。 恋愛 過度、 チタで レオ. トルストイに 

小説 を 書く 方法 を 三万ル ー ブル も 仕 払って 教 つたので 

すが、 いまの 世の中で 何ん の 役に立つ ものです か ：：： 



壁に はル ノア ー ルの偽 もの 蜿蜒の 画が かかって いた。 

しかし 僕 は 内緒で、 片隅の 赤 髪の 女に 色 眼 をつ かつ 

た。 彼女 は 巨大で 腿の あたり は 猶太 女の 輪廓 を もって、 

皮膚 は 荒れて 赤らんで 堅固な 体軀 をして いた。 

—— 君の 名 は？ と、 僕が 色欲の ダ リアに 向って 聞 

いた。 

—— 妾、 貴男の 情婦、 夜の ボップよ。 

すると 忽ち 女 は 死物 狂い、 僕に 倒れ かかった。 

ちまた 

僕と ボップ、 裏 街の 夜、 ァァ ク燈、 柳 暗 花 明の 巷 を 

a け 抜ける と、 古 寺院の 境内、 数 時間、 僕 はだ まって 

経過した。 



—— 口 ップ、 一時 は駄 じゃれで 君 を メキシコ湾 だと 

云った が、 僕の 純情 知って くれた か。 

辻 自動車が 疾走す る、 満月、 天主 閣、 車が 湖畔 を疾 

走 するとき、 再び 口 ップは 僕に 傾倒した。 

A . A 橋の 下で、 ボ ー 卜に 乗って 夜の 河岸 を 離れて、 

ロップ は、 カルメンの 五 章 を 唄いながら 櫂 を 水に 落し 

た。 

いくら、 お前が 云い 寄っても、 駄目よ。 

卜 ララ 卜 ララ 卜 ララ 卜 ララ 

緑色の イルミ ネェ シ ョ ン、 青い 眼鏡に 穴 を あけなが 

ら、 水の 上 を 進んで 行く。 



奔流、 ごろつきの ような 波の音が 僕に 英国 少女 メ 

かかと かつら 

リ ー の 靴の 踵と、 乳房に 霊 を かむ つたよう な 女主 人 

を 思い出させた。 

そのと き 口 ップが 僕に 云った。 

—— ねえ、 二人で クラブへ 行きましょう。 スペイン 

式の 女学生が いる わ、 シャン パ ン 飲まして 欲しい の… 



-ロ ップ、 紙幣と 品行方正の 句い がする。 

よう！ 

. 醜婦 奴、 ガウンが 百度 ひらいた つて、 糞 _ 



クラブの 化粧室に 這 入る と、 口 ップは X X になって 

しばしば 

仰向けの まま 寝て しまった。 僕 は 浴場で 屢々、 結婚の 

感触 を衝 けた。 そのたび に 手術室 に 逃げ こんでい さぎ 

よく 離婚して しまった。 

サル— ン ずもう ふけ 

僕が 客間へ 出る と、 人々 は 足 角力の 競技に 耽って い 

た。 踊 場で は 跛の 老夫婦が 人形 を 抱いて 踊って いた。 

食堂で は 角帽の 中学生が 恋人の 女学生の 話し をして い 

る。 また 僕 は、 卓子の 一隅で 蛙 を 食べて いる 知合の 旅 



女優、 彼女 は 僕 を 見 そめる と、 やって きて 僕に 囁いた。 

—— 本当よ！ 妾の テ ノア は 東京へ 逃げて しまった 

ん です。 彼 は 皮膚病 だつ たんです。 妾 も、 歌 劇団 を 抜 

け 出す つもり なんです。 マネ ェジャ 達 は 妾の 唇に つい 

て 居心地が よくない と 云 うんです。 妾 は 好色家の 妻に 

だってな るんで す。 連れて 逃げて ください。 

あまりに、 熱心に 僕が 彼女と 恋の 投機に 夢中な ので 

中学生た ちが 冷 かすの だ つ た。 

無線電信 —— 六 〇 六 —— 石碑 —— ^ 

—— じ や、 間違いつ こなし、 明朝、 練兵場よ。 (哲学 

よ、 信頼しても よくって？) 



僕 は 帽子 をと りに 化粧室に 引返す。 すると 僕 は そこ 

に 口 ップの 粗悪な 寝顔 を 見て、 廻れ 右 をす ると、 彼女 

の 腹部に 片足で 立 上って、 そのまま 躊躇な く 外へ 飛 

び 出した。 

午前 八 時 岡 山 練兵場 出発 II F 飛行士 は、 彼 は 昔、 

自転車 周回 競争の 選手だった。 上海に 挙行され た 東 

邦 大会の 選手権 把持 者 —— だが、 女優の N は艷 めかし 

い 嘔吐 を 空中に 吐いた。 

—— 妾、 恐ろしい！ 

しばしば 

F 飛行士 は、 女 客の ため 屢々、 墜落しょう とする。 



あれ も 贋 ものの 飛行機だった ろうか II 李 鄭の後 か 

ら僕は 広間へ ついて あらわれ ると、 僕 は 忽ち、 無数の 

支那 服の 女に 交って チ イク . ダンス を 踊る タル タンの 

素足の 踊 姿 を 認めたん です。 
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